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岡山大学名答教授
安江安宣博士近影
大正3年4月5日
昭和13年3月
昭和13年7月-8月
昭和14年12月-15年 1月
昭和16年3月
昭和16年4月
昭和16年12月
昭和17年1月-5月
昭和17年6月
昭和20年7月
昭和20年9月
昭和21年4月
昭和21年7月
昭和24年3月
昭和24年8月-27年3月
昭和26年4月
昭和27年5月
昭和27年5月-31年3月
昭和28年1月-31年12月
昭和31年9月-37年3月
昭和32年5月-34年3月
昭和37年3月
昭和37年4月-4咋 3月
昭和38年8月-10月
昭和38年12月-39年3月
昭和38年1月-41年12月
昭和39年8月-41年3月
昭和4咋 1月-55年4月
昭和4咋 4月-48年10月
昭和41年8月-9月
昭和43年4月-45年3月
昭和43年4月-45年3月
昭和43年5月-7月
昭和43年5月
昭和44年12月-45年2月
安 江 安 宣 博 士 略歴
大阪市住吉区東天下茶屋湖月園に生まれる
京都高等蚕紙学校養蚕科卒業
小笠原諸島火山列島生物調査
京都大学農学部遺伝学研究室台湾農業調査隊員
京都帝国大学農学部農林生物学科卒業
東京帝国大学伝染病研究所嘱託
東京帝国大学伝染病研究所技手
陸軍二等兵現役兵として近衛歩兵第5連隊補充隊に入隊
東京帝国大学伝染病研究所技手
臨時召集により東京師管区歩兵第三補充隊に応召独立混成第 117旅団司令
部に編入
召集解除
東京帝国大学伝染病研究所文部技官
京都帝国大学農学部文部教官助手
岡山農業専門学校教授
岡山県松喰虫被害対策委員会委員
岡山大学農学部助教授
岡山大学農学部附属大原農業研究所助教授(害虫学部門)
岡山大学農学部助教授(併任)
日本昆虫学会幹事
岡山大学農学部講師(併任)
広島大学水畜産学部講師(併任)
京都大学より農学博士の学位を受ける(学位論文題目「ニジュウヤホシテ
ントウ類の生理生態学的研究J)
岡山大学農学部講師(併任)
京都大学西イリアン学術探検予備調査のため先進隊長として出張
京都大学西イリアン学術探検調査のため副隊長として出張
日本応用動物昆虫学会評議員 (2期)
岡山県公衆衛生看護学校講師(併の
日本昆虫学会評議員 (8期)
岡山大学農学部講師(併任)
国際生気象学会第4回大会(開催地 アメリカ合衆国ニュージャージー州
ラトガース大学)における特別招待講演のためアメリカ合衆国へ出張
岡山大学附属図書館農業生物研究所分館長
岡山大学附属図書館運営委員会委員
岡山大学研究業績調書刊行委員会委員
岡山大学農業生物研究所教授(害虫学部門〉
岡山大学南方地域農業生物学術調査隊長として南方地域における農業害虫
および耕地雑草調査のためフィリピン， タイ， マレーシア， シンガポー
昭和45年4月-55年3月
昭和必年7月-4!伴 3月
昭和48年4月-51年3月
昭和49年1月-5咋 12月
昭和5咋 1月-55年12月
昭和5咋 2月-55年3月
昭和51年 4 月-5~手 3 月
昭和51年4月-53年3月
昭和51年4月-53年3月
昭和53年4月-55年3月
昭和田年10月
昭和日年10月-54年3月
昭和53年11月
昭和54年1月-55年4月
昭和54年4月-55年3月
昭和54年4月
昭和55年4月1日
昭栴5年4月2日
ル，インドネシア，オーストラリア，香港，中国(台湾)へ出張(文部省
昭和44年度海外学術調査〉
岡山大学大学院農学研究科担当
東中国山地自然環境調査団員
文部省教科用図書検定調査審議会調査員
日本生気象学会幹事
日本応用動物昆虫学会評議員 (3期〉
倉敷市自然環境保全審議会委員副会長
岡山県昆虫生息調査団員
岡山大学附属図書館長業生物研究所分館長
岡山大学附属図書館運営委員会委員
岡山大学農業生物研究所長
岡山大学評議員
岡山大学施設設定委員会委員
岡山大学計算後センター管理委員会委員
岡山大学大学院委員会委員
財団法人大原奨農会常8理事
第38回日本昆虫学会全国大会会長
神戸大学農学部講師(併任〉
岡山大学発明委員会委員
日本応用動物昆虫学会中国支部長
環境庁自然環境保全基礎調査昆虫類岡山県委員
岡山大学農業生物研究所附属大麦系統保存施設長事務取扱
岡山大学教授停年退職
岡山大学名誉教授
安江安宣博士研究論文および著書目録
1.アリーとパーク著:生態学の原理に就いて(訳).あきつ 2: 73-78 (1939). 
2.エルトシ著:動物の棲慮 Habitat(訳).衣笠蚕報 35:40ー45(1940). 
3.コリーン著:ユューギユア最高峯カルステシツ(訳).南洋 26(10): 1-9， (11): 10-
16 (1940). 
4.低気圧とオゾン.天気と気候 7: 332 (1940). 
5.コクヌストモドキ， マメゾウムシの栄養化学的研究(抄録).衣笠蚕報 45:47-49 
(1941). 
6.小穀象の発育に及ぼす温度の影響.関西昆虫学会報 11: 37-45 (1941). 
7.ニューギニア関係邦文文献目録.南洋 28(9) : 1-13 (1942). 
8.化学薬品類に依る蚊幼虫撲滅に関する実験的研究(遠山祐三らと共著). 7頁.伝染
病研究所特別研究室，東京(1945).
9.シリカゲルの殺虫効果に就いて.科学 16: 39-41 (1946). 
10.炭化珪素砥粒とココクゾウに対する殺虫効果との関係. 防虫科学 7・8・9合併号:
45-48 (1947). 
11. DDTに関する海外新文献集.防虫科学 7・8・9合併号:72-78 (1947). 
12.フザリン酸のチフス菌に対する菌発育阻止作用について. 科学 18: 40-41 (1948). 
13.小穀象に対する炭化珪素徴粉の所謂ツァヘル効果に就いて.動物学雑誌 58:60 
(1948). 
14.家蚕幼虫の DDT中毒に関する小実験報告.日本農業資料総覧 8: 36(1948). 
15. Cephalothecium roseum培養漏液の抗菌性.科学 18: 565 (1948). 
16.稲馬鹿苗病菌代謝産物フザリン酸の抗菌性に関する研究. ペニシリシ 2:255-264 
(1949). 
17. Cephalothecium roseum培養溜液の抗菌性(続).科学 19: 92(1949). 
18.新殺虫剤BHCに就いて(浜田昌之，山本有彦と共著).防虫科学 11: 24-59 (1949). 
19.ヘテロオーキシγの抗スルフォシアミド性.科学 19: 423 (1949). 
20.徴粉による貯蔵穀物害虫防除.農薬 3(11): 4-13 (1949). 
21.湖底堆積物徴粉の殺虫効果.昆虫 17: 47-48 (1949). 
2.湖底堆積物徴粉の殺虫効果について(第2報).科学 20: 87-88 (1950). 
23.殺虫剤としての香料類.香料 11: 1-4 (1950). 
24.酸化チタン，酸化ジルコシの昆虫に対する Zacher効果.科学 20: 184 (1950). 
25. CePhalothecium roseumの抗菌性物質について.科学 20: 229 (1959). 
26.ヤザイゾウムシの飛朔について(河田和雄と共著).植物防疫 5: 432， 450 (1951). 
27.徴粉性物質の殺虫効果に関する研究.昭和25年度文部省科学研究費研究集録，農学
篇:90-91 (1952). 
28.ヤザイゾウムシ金せん花を害す.すずむし 2: 38(1952). 
29.ユジュウヤホシテントウ日本海沿岸に産す.すずむし 2: 78-81 (1952). 
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30.ヤザイゾウムシの生態に関する研究.第1報.特に食餌植物に就いて.農学研究
40: 151-155 (1952). 
31.本州にダイズクキモグリバエ(小泉憲治と共著).すずむし 2: 103-104 (1952). 
32. ココクゾウに対する Marshall卿の見解.すずむし 2: 49-50 (1952). 
33.合成培養基による梨姫心喰虫の人工無菌飼育(予報)(松本義明と共著).農学研究
40 : 205-208 (1953). 
34. Folidolの作物病害虫に及ぼす影響に関する基礎的研究(西門義ーらと共著). 10頁，
大原農業研究所，倉敷(1953).
35.岡山県における 2，3化棋虫の発生分布に関する研究.瀬戸内海総合研究会昭和28
年度委託報告書:1-28 (1953). 
36.患とにおい.すずむし 3: 75-77 (1953). 
37.ヤザイゾウムシの研究(予報).昆虫 20: 83 (1953). 
38.岡山県における茄子科作物害虫オオェジュウヤホシテγ トウ及びユジュウヤホシテ
γ トウの分布と気候的要因(浜田厚生と共著).農学研究 41:1回一172(19臼).
39.中園地方における昆虫の分布と気候的要因. 日本動物学会中四国支部報 6:10-11 
(1954). 
40.抗生物質の殺虫性に関する研究.第1報.Aureomycinのコクゾウ Calandraory-
zae，ココクゾウ Calandrasasakiiに対する殺虫効果. 農学研究 42: 114-117 
(1954). 
41.久米郡二上山採集記.すずむし 5:31-32 (1955). 
42.山手村のハッチョウトンボ.すずむし 5: 34-35 (1955). 
43.本州，西南部におけるエジュウヤホシテントウの分布に関する新知見.農学研究
43 : 45-49 (1955). 
44.小麦粉漂白剤過酸化ペシゾイルのコクヌストモドキに及ぼす影響. 農学研究 43: 
41-44 (1955). 
45.近畿西部におけるエジュウヤホジテントウの分布地の新記録.昆虫 23: 41 (1955). 
46.島に棲む昆虫の体色.新昆虫 8(5): 53-54 (1955). 
47.オオニジュウヤホシテントウ山口県に産す.すずむし 5: 36 (1955). 
48.中園地方における茄子科作物害虫マダラテントウ類の地理的分布とその生物気候学
的考察.瀬戸内海研究 8: 33-42 (1956). 
49.徴粉性物質の殺虫効果に関する研究. 第6報. 海底及び湖底堆積物徴粉のコクヌス
トモドキ Triboliumcastaneum (HERST) に対する殺虫効果. 農学研究 44: 
39-49 (1956). 
50.昆虫お国じまん山陽の巻〈小野洋と共著).新昆虫 9(10): 20ー23(1956). 
51.細菌に及ぼす殺虫剤の影響について.農学研究 44: 51-55 (1956). 
52.徳川中期における岡山地方の蝶と婿齢類.すずむし 6: 29-30 (1956). 
53.大阪府最北部にグγパイトシボ.昆虫 25: 72 (1957). 
54.激石と虫の本.すずむし 7: 51 (1957). 
55. シルピアシジミの分布とその食性について考えること.すずむし 7: 19-28 (1957). 
56.隠岐島のシルヴィアシジミ.昆虫 25: 93 (1957). 
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57.冬至にムラサキシジミ.すずむし 7: 77 (1957). 
58.シルピアシジミの分布とその食草について考えること(抄録).新昆虫 10:44-45 
(1957). 
59.燐酸第1鉄の貯穀害虫に対する防虫効果.防虫科学 22: 205-208 (1957). 
60.握美半島のコフキトシポ.新見虫 11(12): 46 (1958). 
61.本邦におけるオオニジュウヤホシテγ トウの南限とュジュウヤホシテントウの北限
について.見虫 26: 199-200 (1958). 
62.生命の営みの認識.教育時報(岡山)106 : 21-23 (1958). 
63. ヤサイゾウムシの姐鞘斑紋と温度(松本義明と共著).新昆虫 12(3): 49-50 (1959). 
64.家蚕の DDT中毒.農学研究 46:180-183 (1959). 
65.岡山県におけるミヤマアカネの地理的分布とその変異.瀬戸内海研究 12:1-15 
(1959). 
66. コクゾウの古名.新昆虫 12(3): 25-28 (1959). 
67.山陽昆虫案内.岡山と昆虫:70-73 (1959). 
68.害虫と抗生物質.植物防疫 13: 507-5ω (1959). 
69.ヤサイゾウムシの発育に及ぼす温湿度の影響(河田和維と共著).農学研究 47:114-
122 (1959). 
70.ヤサイゾウムシの発育と温湿度との関係(河田和維と共著).日本応用動物昆虫学会
中国支部会報 1: 3-4 (1959). 
71. ミヤマアカネ雄尾部附属器の変異について.昆虫 27:169-170 (1959). 
72.星宿海と其の附近河源史序説.土曜 17: 1-7 (1960). 
73.アムネマチン山脈とその附近.学鐙 57(7): 62-65 (1960). 
74.中国昆虫生態地理概述(新著紹介).見虫 29: 80 (1961). 
75. ニジュウヤホシテントウの越冬に及ぼす温湿度条件と低温に対する気候馴化(河田
和維と共著).日本見虫学会中国支部会報 1: 3 (1961). 
76. ェジュウヤホシテγ トウの休眠と日長効果.第2報(河田和維と共著). 日本応用動
物昆虫学会中国支部会報 3: 3-4 (1961). 
77.ヤサイゾウムシの染色体数.昆虫 30: 20 (1962). 
78.微生物ならびに其の代謝産物利用による害虫駆除に関する基礎的研究.昭和35年度
文部省科学研究費による研究報告集録，農学編:23-24 (1962). 
79. ュジュウヤホシテントウとオオユジュウヤホシテントウの地理的分布に関する調査
研究.農学研究 50: 1-36 (1963). 
80. Diapause and oviposition in insects in relation to the length of day. Int. J. 
Biomet. 7: 79 (1963). 
81.ニジュウヤホシテントウの休眠と日長効果. 第4報. 長短目の組み合わせと休眠と
の関係(河田和雄と共著).日本応用動物昆虫学会中国支部会報 6: 8-9 (1964). 
82.大原漢籍文庫目録(編著).農学研究 51(付録): 1-15 (1965). 
83. クコハムシ麹鞘斑紋の変異型について(河田和維，白神孝と共著). 日本応用動物
昆虫学会中国支部会報 7: 18-20 (1965). 
84.中園地方におけるコプオオニジュウヤホシと陸封性イワナの地理的分布の類似性.
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日本応用動物昆虫学会中国支部会報 8:19-22 (1966). 
85.アメリカの TheExplorers Club. 探検 10: 19-21 (1967). 
86. Exploration Medicine (新著紹介).探検 10: 21 (1967). 
87.本州西南部におけるアマゴとオオユジュウヤホシテントウの地理的分布の類似性.
一淡水魚と昆虫の生態地理的考察ー自然一生態学的研究ー今西錦司博士還暦記
念論文集(森下正明，吉良竜夫編).1: 69-93.中央公論社，東京 (1967).
88.関東地方のヤサイゾウムシ.日本応用動物昆虫学会中国支部会報 9: 36-39 (1967). 
89.奥出雲のイワナ，附世界的にみたコギの問題点.釣の友 198: 40-45 (1967). 
90.ニューヨーク自然科学博物館など一一アメりカ東部紀行と生態学的考察. すずむし
17: 1-10 (1968). 
91.ダイコシアブラムシの有麹型出現に及ぼす飼育密度， 日長時間，環境温度の影響.
(河田和雄と共著).農学研究 53: 21-24 (1969). 
92.食品害虫別の生理生態並びに防除. 食品害虫(原田豊秋編).187-219. 光琳書院，
東京(1969).
93.春川忠吉先生を偲ぶ.昆虫 37: 463-465 (1969). 
94.香川県土器川源流のアマゴと狼の話.釣の友 225: 50-51 (1969). 
95. ゴギというイワナ.釣の友 236:140-141 (1970). 
96.岡山産ヤサイゾウムシの染色体(竹内恭，河田和維と共著).動物学雑誌 79:71-
79 (1970). 
97.鞘姐目オサゾウムシ科ナガコクゾウ.熱帯等における貯穀害虫に関する調査研究
(農林水産技術会議委託事業昭和45年度成績): 23-29 (1971). 
98.パプアの犬.岡大広報 18: 5-7 (1973). 
9.スズメ給餌量の推定について(渡部尚久と共著).日本応用動物昆虫学会中国支部会
報 15: 29-31 (1973). 
1∞.東中国山地における陸封性鮭鱒類.東中国山地自然環境調査団報告資料:1-6 (197 
3). 
101.岡山県北部固定公園拡張予定地域の島虫類調査報告.東中国山地自然環境調査報告.
163-172 (1974). 
102.台湾大甲渓産サラマオマスの本態について. 日本陸水学会第39回大会要旨集:52 
(1974). 
103.軟X線写真によるコクゾウ類幼虫期の観察(尾原和夫と共著).日本応用動物昆虫学
会中国支部会報 16: 52-日(1974).
104.書信にみる今西錦司語録集.今西錦司全集附属月報 9: 2-6 (1975). 
105. コクゾウ類個体群の内的自然増加率(尾原和夫と共著).日本応用動物昆虫学会中国
支部会報 17: 26-29 (1975). 
106.ヤマトコモりグモの摂食に関する量的研究(I)(前田俊英と共著). 日本応用動物
昆虫学会中国支部会報 17: 47-49 (1975). 
107.深谷昌次博士を悼む.すずむし 111: 29-30 (1975). 
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